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▽視聴覚教育・放送教育全国大会合同大会 生涯学習部会について 

 
令和６年度の視聴覚教育・放送教育合同全国

大会は、11 月８日（金）・９日（土）の２日

間にわたって開催します。１日目に授業公開、

２日目にオンライン開催となり、２日目のオン

ライン開催では生涯学習部会においてセミナ

ーや実践発表を行いますが、このほどその内容

が下記のように決まりました。参加費無料なの

で、下記サイトよりお申し込みの上ご参加下さ

い。 

https://ave-hoso-2024.net/form/ 

◇11 月 9 日（土）時程と内容 

9:00～11:00 セミナー 

11:10～11:40 全体会 

11:40～12:40 昼休憩 

12:40～14:00 全体講演 

14:10～16:00 実践発表 ２事例（各 40

分） 

◇セミナー（9:00～11:00） 

・テーマ 

「16 ミリフィルム利用の延命策と終い方」 

令和５年度の全国視聴覚教育連盟オンライ

ン交流会において、全国の視聴覚センター・ラ

イブラリーが 16ミリフィルムの利活用に様々

な課題を抱えていることが話し合われました。

令和６年度はこれを受けて、オンラインネット

ワークを活用した解決策の検討と提案を行う

調査研究を進めていますが、本セミナーでは調

査研究の一環として元群馬県視聴覚センター

課長・元群馬大学大学院客員教授であり、現在、

群馬県退職校長会会長である立見康彦氏を講

師を招いて、既に映写機の生産やメーカーによ

る保守が終了している現在、16 ミリフィルム

の劣化を防ぎつつ、どのように利用していった

らよいのかを考えるとともに、16 ミリフィル

ムの利用を終わらせ方を学び、考える時を持ち

ます。 

・講師 立見康彦先生 

（元群馬大学大学院客員

教授、元群馬県視聴覚セン

ター課長、現群馬県退職校

長会会長） 

・講演内容 

「16ミリフィルム利用の延

命策」 

 1．16 ミリフィルムの延命策 

① 保管・保全、②修理、③利用可能な目

録づくりと広報、④ライブラリーの連携 

 2．16 ミリ映写機の延命策 
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① 点検・修理、②部品の保管利用、③点

検修理講習会の開催、④ライブラリー

の連携 

 3．16 ミリフィルム利用の延命策 

① 利用推奨する 16 ミリフィルムの広報、

②利用推奨する映画会の開催、③視聴覚

ライブラリー利用の増加、④16 ミリ映写

機操作技術講習会の開催、⑤16 ミリフィ

ルム利用団体の育成 

・終い方 

 1．16 ミリフィルムの廃棄と移管 

    廃棄と移管は、共に全国視聴覚連盟に様

式に基づいて届け出る。 

◇実践発表（14:10～16:00） 

・テーマ「県の視聴覚教育施設の取り組みと市

町村に対する支援策の状況」 

・２事例各 40分（発表 25 分＋質疑 10 分＋

補足説明 5分） 

・実践発表施設 

14:10 ①新潟県立生涯学習推進センター

社会教育主事 榎本尚志氏 

発表テーマ「新潟県の ICT 推進事業につい

て―市町村行政職員に向けた取り

組み―」 

14:55 ②鹿児島県教育庁かごしま県民大

学中央センター主幹兼学習情報係

長 野口 豪氏 

発表テーマ「ICT 活用に関する市町村支援

―ICT 活用のための「人づくり」「き

っかけづくり」「体制づくり」支援」 

・進行及び講師 丸山副専門委員長 

 

＜全国大申込＞（申込締切 11/8（金）） 

https://ave-hoso-2024.net/form/ 

（参加申込サイト） 

 

https://ave-hoso-2024.net/assets/imag

es/2024_niji_fix2.pdf 

（二次案内ダウンロードページ） 
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▽令和６年度 全視連調査研究について 

 

今年度の調査研究についてのテーマは、「オ

ンラインネットワークを利用した 16ミリ活用

策提言にむけた調査研究」（新規）とし、担当

専門委員を割り当てて実施することとなりま

した。 

 

１．ねらい 

令和 5 年度のオンライン交流会において、各

視聴覚センター・ライブラリーが 16ミリフィ

ルムの利活用に様々な課題を抱えていること

が話し合われた。これを受けて、オンラインネ

ットワークを活用した解決策の検討と提案を

行う。 

＊調査研究のためのオンラインセミナーを視

聴覚教育総合全国大会において実施する。 

 

２．調査研究の柱立て 

①16 ミリフィルムの活用状況 

（1）令和５年度ライブラリー一覧の結果から、

16 ミリフィルムの貸し出し状況、映写機の

保有状況、貸出状況を分析する（各専門委員

の分析をまとめる）。 

（2）活用している施設の事例分析（４か所、

各専門委員１か所を分担、県と市各２か所） 

〇事例分析施設 

・埼玉県視聴覚ライブラリー 

担当：塩野谷委員（春日部市教育委員会視聴

覚センター） 

・かごしま県民大学中央センター 

担当：村上委員長（全国視聴覚教育連盟） 

・宇都宮市立視聴覚ライブラリー 

担当：神委員（岩手県教育委員会事務局盛岡

教育事務所） 

・川崎市視聴覚センター 

 担当：大塚委員（千葉県総合教育センター） 

②16 ミリ映写機の延命策の検討 

（1）16 ミリ映写機を保有している施設を対

象にアンケートを行い、どのような取り組み

をしているかを明らかにする（アンケートの

作成と分析を専門委員で協力して行う）。 

（2）実際に取り組まれている内容を踏まえて、

これから取り組むべき延命策を検討する 

③16 ミリ映写機メンテナンスのためのネット

ワークづくりの検討。 

（1）延命策の検討の一つとして、部品の相互

提供などのネットワークづくりの検討を行

う。 

（2）ネットワークづくりの検討の一つとして

全国大会でのセミナーのまとめを掲載する。 

（3）ネットワークづくりの試案を提示して実

現可能性を探る。 

 

                                             

▽全国視聴覚教育連盟 功労者表彰を受賞して 
 

今年度の功労者表彰受賞者５名のうち３名

の方々の受賞の喜びの声をお聞きましたので

ご紹介します（山形県・折原由美子氏・岐阜県・

佐藤光司氏、愛知県・谷 知令氏）。 

 

●山形県・折原由美子氏 

「手づくり紙芝居に夢中です」 

夏休みこども教室での紙芝居。舞台を設置

しライトをつけて準備をしていると子どもた

ちが寄ってきて私に言います。「ばあちゃんが

紙芝居するの？」「んだよ。見てね」と私。 

そして、手づくり紙芝居「なでら山のさる
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とばあちゃん」が始まります。オシカばあち

ゃんが屋根の大雪を気にしながら「雪と一緒

に潰してけろはー」と眠りにつく場面では、

シーンと静まり返り緊張感が走ります。そし

て、次の場面で猿たちが雪おろしを始めると

「うわー！」と歓声があがります。 

終わると子どもたちが寄ってきて言います。

「ほんとにばあちゃんがこの紙芝居作った

の？面白かったあ！もっと見たい」紙芝居ば

あちゃんの醍醐味です。 

私は、山形県教育委員会主催の手づくり紙

芝居制作講座で、山形紙芝居研究会の仲間と

ともに仙台市のときわひろみ先生の指導の下、

1 年１作紙芝居を作り、全国自作視聴覚教材

コンクールに応募し続けて 20 年になります。

ときわ先生は言います。「郷土を大切に、郷土

の文化、歴史、人物を次世代に繋いでいくこ

とが大切、意味がある」と。私は、「山形の題

材を山形の言葉で」をモットーに資料を集め

地域の人に取材して紙芝居を作り、幼稚園や

学校や高齢者施設等で見てもらい、反応をも

らい、知恵をもらい、書き直すことを繰り返

してきました。手づくり紙芝居は、演ずる度

に豊かになるのです。 

県立図書館での月一度の「紙芝居のひろば」

は４年目になります。図書館スタッフの協力

で、その日の紙芝居作品に関連する本の読書

指導、生き物（イナゴ、カエル等）とのふれ

あいなど探求学習に繋がってきています。 

岩根沢三山神社のお祭りで「あやにあやに

出羽三山のはなし」を演じたとき、ヤタガラ

スがバホーンバホーンと飛ぶ場面で法螺貝の

音が鳴り響きました。観客の山伏の方が法螺

貝で合いの手を入れてくれ最後まで盛り上が

りました。 

紙芝居は演じ手と観客が反応し合って進ん

でいきます。だから面白い。紙芝居に夢中で

す。 

 

●岐阜県・佐藤光司氏 

「視聴覚教育功労者表彰を受賞して」 

 

このたびは、全国視聴覚教育連盟視聴覚教

育功労者表彰という権威ある賞を受賞するこ

とになり大変光栄に思います。中津川視聴覚

クラブ創設来の歴代会長、会員の皆様のお陰、

また、行政の方のご支援の賜物であると感謝

しております。 

中津川視聴覚クラブは、昭和５３年４月５

日に会員数１２名で始まりました。当初は、

１６ミリ映写技術を習得しボランティア活動

として夏休み地域映画会も実施し、その後福

祉施設の行事の応援など、福祉関係のボラン

ティア活動に重点が置かれました。また、カ

メラ・スライド関係など幅広く取り組んでき

ました。 
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 時代の流れに伴い、ビデオ撮影へと活動も

変更してゆきました。１６ミリ映画会は継続

しつつ、カセットテープの DVD 化も進め、

子どもたちにより多くの作品を紹介できるよ

うになりました。夏休みの映写会は継続して

います。 

 現在では、動画の撮影・編集・各種メディ

アに書き込み・保存に、活動の軸足をおいて

います。また、行政からの依頼も受け、４K

カメラなどで撮影し、各自のパソコンでソフ

トを使って編集し、提供しています。また、

「二十歳の集い」「公民館祭」など定例的に依

頼を受けています。 

市民を対象に、フラダンス等の撮影の依頼

も受けたり、公民館講座において、カメラ撮

影からパソコンでの取り込み・DVDへの作

成についての講座を開催したりと、自分たち

のできる限りの支援を行っています。 

高齢化が進む中で視聴覚協議会も変化して

います。ドローンによる空撮など、今後も撮

影、編集の技術は変化するものと思いますが、

私自身、仲間と共に挑戦の精神でこれからも

頑張りたいと思います。 

この度は誠にありがとうございました。 

 

●愛知県・谷 知令氏 

「16 ミリ映画をふりかえり」 

 

 

昭和 58 年に視聴覚にたずさわる業界に入

り、当初は、市教委の 16 ミリ映写機の講習

を受け即座に地元地域の子供会、老人会へ一

宮AV技術者の会員として上映会をやってま

いりました。初めての映写会では皆様の前で

上映担当者として責任を感じ、胸が破裂する

ような思いをしたものです。 

 映写会がスムーズに進めばいいんですが、

途中で何かトラブルが起きないかと、いつも

ドキドキしたものでした。 

 上映がスムーズに進み終盤が近づき END

がでて皆様の拍手が出て、はじめて胸をなで

おろしたものです。 

 今は、すべてデジタルに代わり音質はクリア

で、画質も鮮明で鑑賞する側としては非常にい

いんですが、上映技師としては満足感ないもの

に感じます。 
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▽えすけーぷ 

 

 

先日、香川県坂出市に訪れ、30 年ぶりに

旧友に会い、旧交を温めました。彼とは若い

頃に全国の自治体や国の機関の職員が参加し

て実施されたフランスでの生涯学習研修で出

会いました。 

 他の２つの自治体から参加した職員を含め

て４人がちょうど同じくらいの年齢というこ

ともあって、宿泊施設や自由行動の際に一緒

になることが多く、帰国してからも年賀状や

SNS でのつながりが続いています。 

 夜遅くに坂出市に着いて、翌日は朝から「う

どん屋」「瀬戸大橋と与島」「屋島」と案内し

てもらい、最後に高松市内の和菓子の木型職

人さんの工房に連れて行ってもらいました。 

 市原さんというこの職人さんのホームペー

ジによると、「和菓子を成型する際に用いる木

型のこと。菓子のデザインとは左右及び凹凸

が逆になるように彫って制作します。現在、

この菓子木型を制作している職人は全国で６

～７人のみ。四国では私１人になってしまい

ました。江戸時代から季節の香りを日本人に

届け続けてきた和菓子、その舞台裏で連綿と

受け継がれてきた木型の伝統を、是非みなさ

まにご紹介したいと思い、このサイトを開き

ました。」と書かれています。 

 まさに芸術品とも言える木型で和菓子の和

三盆の打ち出しも体験させていただき、貴重

な体験の時を持つことができました。 

 香川県と徳島県は和三盆糖の産地として知

られ、和菓子の和三盆は干菓子の代表格です。

和三盆の中の打ちものといわれるものはこの

菓子木型を作って作られています。 

 市原さんのホームページに「絶滅危機にあ

る菓子木型」とあるように、香川県では市原

さんが最後の木型職人です。木型そのものは

長い間使えるものではありますが、将来的に

職人の手作りによる新しい木型が提供されな

くなるのは寂しい限りです。 

 視聴覚教育の世界でも16ミリフィルムと映写

機はまさに絶滅危惧種であり、今後どうするかは

大きな課題です。構成された映像というソフトウ

ェアを再生できる媒体に固定した16ミリフィル

ムとそれを再生して視聴できるようにする映写

機を組み合わせた視聴体験ができなくなろうと

している現在、ソフトウェアである構成された映

像をどのように残していけるのか、残していくべ

きなのか、市販教材においても制作会社の撤退で

対応が難しくなっていますが、制作者と利用者が

知恵と力を出し合って方法を模索する必要があ

るのではないでしょうか。（Ｔ．Ｍ） 

 

（参考ページ）菓子木型の世界 - 菓子木型の

世界～木型工房 市原 

https://www.kashikigata.com/ 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
全国視聴覚教育連盟  
〒105-0001 東京都港区虎ノ門 3-10-11 虎ノ門 PF ビル  
TEL：03-3431-2186／Fax：03-3431-2192 
H P：http://www.zenshi. jp/ 
Mail： info@zenshi .jp 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  
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